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［要約］
　本研究の目的は、中学校音楽科及び高等学校芸術科音楽の授業において、生徒たちがこ
れまで以上に主体的に意欲をもって取り組めるようにするにはどのようにしたらよいかを
学習者の側面を中心に考察するものである。研究内容として、アクティブ・ラーニングの
捉え、学習者が求めるアクティブな音楽科授業の内容とは一体どのようなものか、学習者
が意欲をもって主体的・協働的に学ぶ授業の構築に向け、指導者はどのような計画や方法
等によりこれらの実現に向かうことが効果的かを論じたものである。研究方法は、音楽科
教員を目指し、音楽科教育法を履修している学生を対象として、模擬授業における題材、
発問、教材、教具等の検証を軸に考察を進めた。その結果、学習者は、教師主導型の授業
よりも、能動的に取り組めるような内容の授業を多く望んでいるのではないかということ
が推察できること、計画・実行・評価・改善といった有機的な流れを意識した授業構築が、
これまで以上に重要であること、アクティブ・ラーニングを全く新しいものとして捉える
のではなく、これまでの実践や事例を礎として、生徒の主体的・協働的な学習をさらに高
めるための計画作成、これに伴う学習形態、教材、教具、発問等の吟味、検討、深化が、
より一層指導者に求められること等が明らかとなった。
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[Abstract]
　The purpose of this study is to consider how faculties should help learners develop and maintain 
motivation for study more positively than before on teaching music in junior high schools and 
high schools. This study focuses on the lessons for learners, who want to be music teachers. It 
is discussed in this study what the active learning in music lessons learners want to know is like 
and what kinds of plans or methods leaders should take to carry out more effective lessons where 
learners are positively and corporately willing to study how to compose music classes. We study 
how we should do in the music lessons for learners who take lessons of “guidance for music 
education” and want to be teachers in music by considering what kind of subjects, educational 
materials and educational tools should be taken and how we should ask questions on lessons of 
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students. The results of this study make it clear that learners appear to want to take lessons where 
they engage in the subjects positively better than ones where they do passively, that it is more 
important than before to build lessons considering the organically coordinated cycle of Plan-Do-
Check-Act, and that leaders are requested to investigate minutely, examine closely, and deepen such 
plans, styles of study, educational materials, educational tools, and inquiring methods as improve 
the active and corporate ability of learners.

　Keywords:
　　　 Active-Learning, Enjoyment, Reviewing.

１．はじめに
　平成 24 年８月、中央教育審議会答申「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に
向けて～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～」で、アクティブ・ラーニ
ングの必要性が示され、次いで平成 26 年 11 月、「初等中等教育における教育課程の基準
等の在り方について（諮問）」で、「課題の発見と解決に向けて主体的・協働的に学ぶ学習」
（＝アクティブ・ラーニング）が推奨されてからというもの、アクティブ・ラーニングを
冠した書籍が書店の教育書コーナーに増えたり、雑誌やテレビでアクティブ・ラーニング
の特集が組まれたりと、いささか熱に浮かされたような感があった。そして、平成 28 年
８月、中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会（審議のまとめ）として、「『主体
的・対話的で深い学び』」、すなわち『アクティブ・ラーニング』の視点からの学び」とい
う表現が現われた。学校現場の教員は、制度改革や法令改正等、時どきの事象に翻弄され、
時勢で求められる内容を授業に移さなければならないと試行錯誤するうちに迷走し、生徒
の思いと教員の思いが乖離した授業が無かったとは言い難く、1989 年改訂の学習指導要
領で「即興的な表現や創作」が明示された時には、ひらめきや奇抜な発想に重きを置いて
いるかのような授業を見たり、1998 年改訂で中学校に和楽器指導必修が示された時には、
単に和楽器に触れただけで、生徒たちに具体的に何を学ばせたいのかが釈然とせず終結を
迎える授業が散見されたりもした。
　ところで、日本音楽教育学会が 2015 年 5 月～ 7月にかけて、小・中・高校生を対象に、「音
楽についてこう思う！！音楽について言いたい！！学習者アンケート」と題して、Ｗｅｂ
調査１）を実施した。その中の〔質問項目Ⅱ（２）１：自由記述「音楽の授業について」例：
「こんな授業だったらいいのに」「こんな授業で楽しい」など〕で、否定的回答として、中
学生が、「僕の学校は歌ばかりで昼休みや放課後まで歌で歌の楽しさを知らない僕には音
楽が嫌いになってしまいます。もっとクラスのみんなが歌の楽しさを知ってからみんなで
楽しく歌いたいなと思います」２）、「ぼくは音楽が大好きです。でも、音楽の授業は大嫌
いです。特に合唱が嫌いです。美しい声ばかりを求められるからです。美しい声ばかりが
歌じゃない、むしろ世間ではそっちが少数派かもしれないというのに地声で歌うと怒られ
るのです。あと楽譜通りにしろと強制されるのも嫌いです。では、なぜぼくは音楽が好き
か。それは音楽が芸術だからです。作曲が大好きで自由に歌っています。友達と音楽ユニ
ットを作って自由に歌っています。自分の言いたいことを表現したりできるからです。音
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楽の授業ってなぜこんなんなのだろうと、と疑問に思う日々なのです」３）と書いている。
これを中学生の独り言や単なるつぶやきと捉える人は少ないだろう。音楽教育に携わる人
のみならず、多くの人が頷ける点もあり、ひじょうに考えさせられる内容である。ここに
挙げた中学生の思いや願いとアクティブ・ラーニングとが重なって見えてくるのは筆者だ
けだろうか。

２．アクティブ・ラーニングの背景と捉え
　アクティブ・ラーニングを捉えようとするとき、21 世紀型スキルとこれからの日本の
教育との大きな関わりといったものを考えずにはおられない。このことに関連して、高須
一は「21 世紀型スキル４）を視座とした教育は、文部科学省や教育関係者からだけではな
く、経済界・産業界からも積極的に求められているところである。教育政策は、その性質
から、そもそも産業界・経済界からの要請を反映する傾向にあるが、21 世紀型スキルで
説明がつくほど収斂性の高い影響は未曽有だろう」５）と述べている。不透明な経済動向、
産業構造の変化、グローバル化、職業の多様化、少子高齢化等の課題を乗り越えるための
21 世紀型スキルに関する研究６）は既に始まっており、これらを遡って俯瞰しなければな
らないとも考えるが、ここでは、「主体的」「協働的」「授業の構築」「指導者」「計画や方法」
等のワードを中心に、平成 24 年 8 月、中央教育審議会答申及び平成 26 年 11 月の文部科
学大臣諮問、平成 28 年 8 月、中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会審議のま
とめから捉えてみることとした。（下線＝筆者）。

「中央教育審議会答申７）」より抜粋
４．求められる学士課程教育の質的転換（学士課程教育の質的転換）
生涯にわたって学び続ける力、主体的に考える力を持った人材は、学生からみて受動的な
教育の場では育成することができない。従来のような知識の伝達・注入を中心とした授業
から、教員と学生が意思疎通を図りつつ、一緒になって切磋琢磨し、相互に刺激を与えな
がら知的に成長する場を創り、学生が主体的に問題を発見し解を見いだしていく能動的学
修（アクティブ・ラーニング）への転換が必要である。すなわち個々の学生の認知的、倫
理的、社会的能力を引き出し、それを鍛えるディスカッションやディベートといった双方
向の講義、演習、実験、実習や実技等を中心とした授業への転換によって、学生の主体的
な学修を促す質の高い学士課程教育を進めることが求められる。学生は主体的な学修の体
験を重ねてこそ、生涯学び続ける力を修得できるのである。

「文部科学大臣諮問８）」より抜粋
新しい時代に必要となる資質 ･能力の育成に関連して，これまでも，例えば，OECDが
提唱するキー ･コンピテンシーの育成に関する取組や，論理的思考力や表現力，探究心等
を備えた人間育成を目指す国際バカロレアのカリキュラム，ユネスコが提唱する持続可能
な開発のための教育（ESD）などの取組が実施されています。さらに，未曾有（みぞう）
の大災害となった東日本大震災における困難を克服する中で，様々な現実的課題と関わり
ながら，被災地の復興と安全で安心な地域づくりを図るとともに，日本の未来を考えてい
こうとする新しい教育の取組も芽生えています。
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　これらの取組に共通しているのは，ある事柄に関する知識の伝達だけに偏らず，学ぶこ
とと社会とのつながりをより意識した教育を行い，子供たちがそうした教育のプロセスを
通じて，基礎的な知識 ･技能を習得するとともに，実社会や実生活の中でそれらを活用し
ながら，自ら課題を発見し，その解決に向けて主体的 ･協働的に探究し，学びの成果等を
表現し，更に実践に生かしていけるようにすることが重要であるという視点です。
　そのために必要な力を子供たちに育むためには，｢何を教えるか｣ という知識の質や量
の改善はもちろんのこと，「どのように学ぶか」という，学びの質や深まりを重視するこ
とが必要であり，課題の発見と解決に向けて主体的 ･協働的に学ぶ学習（いわゆる「アク
ティブ・ラーニング」）や，そのための指導の方法等を充実させていく必要があります。
こうした学習・指導方法は，知識 ･技能を定着させる上でも，また，子供たちの学習意欲
を高める上でも効果的であることが，これまでの実践の成果から指摘されています。
　また，こうした学習・指導方法の改革と併せて，学びの成果として「どのような力が身
に付いたか」に関する学習評価の在り方についても，同様の視点から改善を図る必要があ
ると考えられます。
学習指導要領等の在り方について，検討事項の中から抜粋
○�　育成すべき資質･能力を確実に育むための学習･指導方法はどうあるべきか。その際，
特に，現行学習指導要領で示されている言語活動や探究的な学習活動，社会とのつなが
りをより意識した体験的な活動等の成果や，ICTを活用した指導の現状等を踏まえつつ，
今後の「アクティブ・ラーニング」の具体的な在り方についてどのように考えるか。ま
た，そうした学びを充実させていくため，学習指導要領等において学習 ･指導方法をど
のように教育内容と関連付けて示していくべきか。
○�　育成すべき資質 ･能力を子供たちに確実に育む観点から，学習評価の在り方について
どのような改善が必要か。その際，特に，「アクティブ・ラーニング」等のプロセスを
通じて表れる子供たちの学習成果をどのような方法で把握し，評価していくことができ
るか。従って、クローズアップされているアクティブ・ラーニングの捉えといったもの
については、校種間や教科間、また、指導者によってバラつきがあるといわざるを得ない。

「初等中等教育分科会教育課程部会 審議のまとめ９）」より抜粋
③「主体的・対話的で深い学び」の実現（「アクティブ・ラーニング」の視点）
○� 第三は、「主体的・対話的で深い学び」、すなわち「アクティブ・ラーニング」の視点
からの学びをいかに実現するかである。子供たちが、学習内容を人生や社会の在り方と
結びつけて深く理解し、これからの時代に求められる資質・能力を身に付け、生涯にわ
たって能動的に学び続けたりすることができるようにするためには、子供たちが「どの
ように学ぶか」という学びの質が重要になる。
○� 学びの質は、７．に述べるように、子供たちが、主体的に学ぶことの意味と自分の人
生や社会の在り方を結びつけたり、多様な人との対話で考えを広げたり、各教科等で身
に付けた資質・能力を様々な課題の解決に生かすよう学びを深めたりすることによって
高まると考えられる。こうした「主体的・対話的で深い学び」が実現するように、日々
の授業を改善していくための視点を共有し、授業改善に向けた取組を活性化しようとす
るのが、「アクティブ・ラーニング」の視点である。
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○� これは、形式的に対話型を取り入れた授業や特定の指導の型を目指した技術の改善に
とどまるものではなく、子供たちそれぞれの興味や関心を基に、一人一人の個性に応じ
た多様で質の高い学びを引き出すことを意図するものであり、さらに、それを通してど
のような資質・能力を育むかという観点から、学習の在り方そのものの問い直しを目指
すものである。
○� また、「カリキュラム・マネジメント」は、学校の組織力を高める観点から、学校の組
織や経営の見直しにつながるものである。その意味において、今回の改訂において提起
された「アクティブ・ラーニング」と「カリキュラム・マネジメント」は、教育課程を
軸にしながら、授業、学校の組織や経営の改善などを行うためのものであり、両者は一
体として捉えてこそ学校全体の機能を強化することができる。

３．事例研究
　音楽科の学習領域（表現・鑑賞）を考えるとき、いずれの領域においても、「生徒によ
る主体的な活動」や「生徒の能動的な活動」といった営みなしに深まりのある授業展開を
図ることは難しいように思われる。また、これまでからも音楽科では、このような営みを
大切にした取組みが行われてきたと捉える教員も多いのではないだろうか。本章では学習
指導要領が告示という形をとって以降の変遷を辿り、本研究のキーワードである「アクテ
ィブ・ラーニング」と関連する中等科音楽における授業実践を考察してみることにした（表
１）。「学ぶ意欲」、「自主的」「主体的」といった事柄が特に強調されはじめ、「教える側に
立った授業から学ぶ側に立った授業へ」と転換がもとめられた、いわゆる「新しい学力観」
の時期に本研究と関連するような授業実践を多く見ることができたように思われる。数多
ある中から、「課題発見、課題探求、課題解決」といったような学習形態をもち、生徒が
いきいきと取り組み、自ら学びの手応えを感じていると思われるような実践を取り上げ考
察した。
表１
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３．１　過去の実践からの学び
　考察対象の授業実践は、松村麻利氏（以下、松村）、藤池聡氏（以下、藤池）のもので
ある 10）。松村の実践が高等学校におけるもの、藤池の実践は中学校でのものである。
　松村は、「自己確立、自己学習能力を育成する『日本の音』創作」というタイトルで、
指導構想（図１）の下、実践を展開している。具体的には、三、四人で構成したグループ
が、ヨーロッパと日本の、ものの考え方や文化、美意識の違いなど、12 のテーマに分かれ、
それぞれのグループで書物を読み、具体的に調べ、音楽を選び、資料を作成して発表する
という第１段階での学習を経て、創作活動に入る。ここでは、「日の出」、「四季」、「舞楽」
等のサブテーマを決定し、楽器や音具の吟味、曲の構成、表現方法の探究等を行い、最後
に作品発表で締めくくるといったスタイルである。松村自身「いつもながら創造的音楽学
習による創作は生徒を生き生きとさせ、工夫を凝らしたユニークな作品が出来上がる。（図
２）その最も大きな理由はこの学習が、活動の過程そのものに価値を認め、生徒に成就感
を味わわせるからであろう」11）と述べている。生徒たちが課題を見つけ、探究し、探究
した内容を具体的で分かりやすい方法を用いて他者へ発信（発表や演奏等）し、課題解決
へと向かう流れは、それぞれの活動が有機的な繋がりをもち、生徒たちの活動がよくわか
る実践となっている。

図１ 図２

　いっぽう、藤池は、歌曲「魔王」を教材として、音楽科教科内選択学習を行っている（図３）。
概要は、課題の発見、課題の絞り込み、研究内容の具体化、研究活動、発表、自己評価と
いった流れである。グループにおける研究主題、研究内容等を藤池は表２のように示して
いる。藤池は、ねらいについて「今回の取り組みにおいては、従来の教師主導の受け身的
な活動を主とする鑑賞領域の学習から生徒たちの自主的な活動を主体とする教科内選択学
習へ発想を転換し、生徒一人ひとりの課題を追求する場を多く設定する生徒各自が選択し
た課題を解決することによって、音楽の良さや美しさにせまっていくことをねらったので
ある」12）と述べている。また、学習後、９項目について、５段階による自己評価を実施し、
評価結果を表３のようにまとめている。
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図３

表２

表３
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　自己評価結果をみると、評価「５」「４」の合算で、最も高かった項目は、女子では「研
究テーマの決定はよかったか」の 98.3％である。また、男子でも、「研究テーマの決定は
よかったか」が 83.3％でトップとなっている。女子で、次いで高いのは「毎時間の学習は
楽しかったか」と「このような学習方法はよいか」の 86.7％。３位が「調査・研究する力
はついたか」の 86.6％であった。いっぽう、男子で２番目に高いのが「このような学習方
法はよいか」の 78.6％。３位が「毎時間の学習は楽しかったか」の 66.7 パーセントだった。
２位、３位で、男女におけるバラつきはあるものの、「研究テーマの決定はよかったか」「こ
のような学習方法はよいか」「毎時間の学習は楽しかったか」の項目は、上位に位置して
おり、生徒主体の学習を進める場合、｢テーマ決定｣「学習の方法」｢楽しい｣、この３点を
ポイントとして、具体的な授業計画を立てる必要のあることが分かる。
　ここで取り上げた２つの実践は、松村が 1988 年、藤池が 1993 年に発表のものである。
この時代、既に中学校音楽科では授業時数が縮減され、生徒自らが発見し、探究し、解決
していくといった生徒主体の授業スタイルを、藤池実践では教科内選択学習等で、研究し
たものと思われる。

４．アクティブな音楽科授業のために
　今回の研究テーマは「音楽科授業におけるアクティブ・ラーニング研究」であり、生徒
たちがこれまで以上に主体的に意欲をもって音楽科授業に取り組めるようにするには、ど
のようにしたらよいかを学習者の側面を中心に考察するものであることは既に述べたが、
先述の松村、藤池実践では、グループ活動を取り入れ、「発見」「探究」「解決」といった
ような流れを構築し授業展開していたが、ここでは、これから学校現場という実践の場で
音楽の授業をしなければならない教員志望学生を対象に、教師主導型の授業とアクティブ・
ラーニングを取り入れ、個々で発見・探究・解決して行くような授業の両方を筆者が行い、
授業を受けた学生たちの振り返りから、どのような計画や方法等によりアクティブ・ラー
ニングを取り入れた授業に向かうべきかを考察することにした。

４．１　模擬授業企画及びその実際
　模擬授業概要を次に示す。

　①日　時：2017 年 1 月 16 日（月）1限（9:00 ～ 10:30）
　　　　　　2017 年 1 月 18 日（水）1限（9:00 ～ 10:30）
　②場　所：尚美学園大学 Ｃ 422 教室
　③対　象：音楽科教育法Ⅱ受講者（月曜 1限クラス 14 名、水曜 1限クラス 9名）
　④授業者：筆者
　⑤学習領域：表現（歌唱）、鑑賞
　⑥題材指導計画案（学習指導略案）：資料 1-1、2-1
　⑦�教材・教具：ワークシート（資料 1-2、2-2）、聴取音源、板書（資料 3、掲載のものは
Ｂパターン授業の第 1時、第 2時）

　⑧模擬授業考察：振り返りシート（資料 4）
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　模擬授業にあたって、これまでの学生たちの教育実習実態等をふまえ、教育実習期間中
に授業をすることの多かった中学校第１学年を対象に、一方は歌唱分野のみの内容（Ａパ
ターン／資料１－１）を、もう一方は、歌唱と鑑賞を関連させた内容（Ｂパターン／資料
２－２）を行い、学生たちには生徒目線（発問等に対して、中学１年生ならどのような回
答をするか等、考える）、授業者目線の両方から授業に参加することを指示した。授業後
の考察にあたっては、振り返りシート（資料４）を活用し、模擬授業終了後に記述させ、
研究協議等を行った。
　また、教材については、教育実習期間中に取り組むことの多かった「夏の思い出」を取
り上げ、90 分授業のうちＡパターン、Ｂパターンを、それぞれ 30 分に圧縮して行い、残
る 30 分を考察に充てた。
　Ａパターン授業の第１時では、導入段階で、教師が本時の目標・内容等を提示し、その
後、教材である「夏の思い出」の教科書準拠ＣＤを聴取し感想等を述べさせ、歌詞内容を
把握させるといった流れである。続く第２時では、作曲者、作詞者、楽譜に書かれている
音楽記号等を理解させながら曲を仕上げて行くといった、従来から見られるオーソドック
スなスタイルで進めた。
　いっぽう、Ｂパターン授業の第１時では、導入段階で、本時の目標・内容等は生徒に提
示せず、「これからの２時間の学習で色々なことを見付けよう」と声かけをし、「見付ける」
「発見する」「深める」「解決する」といったように、生徒自身が考え、進めて行く学習で
あることを告げた。この後、これまでの夏休み体験や夏の過ごし方等を自由に発表させ、
Ａ（伴奏がジャズ風にアレンジされている）、Ｂ（教科書準拠ＣＤ）、Ｃ（女声三部合唱）と、
タイプの異なる「夏の思い出」の鑑賞に入った。その後、３種類の聴取音源からの気付き
や発見等を各自が考察し、考察内容の発表の後、「夏の思い出」の歌詞音読、主旋律の斉唱、
その後、音源を聴いた時と歌唱したときの違いを見付け、発表を行い、第２時に繋げると
いったスタイルのものであった。続く第２時では、「歌唱活動」「考察」「考察内容の記述」
といった活動を交互に取り入れながら、探究段階で、自分は「夏の思い出」をどのように
歌いたいのか、どう歌うべきなのかについて考察させた。その後、作曲者、作詞者のエピ
ソード等を知り、全２時間から何を学んだのか、何をつかんだのか等を整理するため、そ
の内容を記述、発表し、終結へ向かうという流れであった。
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資料１－１
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資料１－２
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資料２－１
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資料２－２
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資料３

資料４
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４．２　模擬授業結果と考察
　振り返りシートへの記述内容を表４にまとめた。ここでは、記述の集約から、Ａパター
ン授業とＢパターン授業について、それぞれの質問項目で、彼らがどのような感想や考え
をもったのか、回答の中からポイントとなる語句をピックアップし概要を捉えることとし
た。集約に当たっては、原文を活字に起したが、同様の回答、似通った回答は割愛した。
また、無回答、複数回答は集約数に含めないこととした。
　質問項目１（ＡとＢの授業の違いは？）の回答として、Ａパターンの授業について「先
生主導、教員目線、能動的」等の語句を含む回答が目立つ。そのほか、｢楽しくない、教
科書をなぞっているだけ、機械的、歌がメイン」といった回答もあった。いっぽう、Ｂパ
ターンの授業に対しては「生徒が考えながら進む、生徒目線、生徒主体、生徒中心」等の
語句のほか、「生徒が楽しく学べる、教科書をとびだして色々な視点から教材を、内容も
深く、興味がもてるような工夫、興味をひく」というよう回答が多い。このことから、「楽
しい」、「興味がもてる」といった要素が生徒の学習意欲を高める鍵となっていることが伺
える。質問項目３（これから求められる授業のスタイル？）では、ほぼ全員がＢパターン
の授業に〇を付け、その理由として「自分で考えて実行させる力、より深い学習、一つの
ことをどんどん広げ多くのことを、生徒主体の授業」等の語句を含む回答が多いほか、こ
こでもやはり「楽しい、楽しんで、興味・関心」といった語句が見られる。質問項目４（ど
ちらが楽しかったか？）では、「自分で考える、色々なこと、色々な曲、色々なパターン、
ワークシートを上手に、ワークシートが楽しい」等の語句を含む回答が目立つ。生徒が自
らの手で積極的に内容を掘り下げて行くには、音源やワークシート等の吟味・検討が大切
であるかを物語っている。質問項目５（どちらのパターンが勉強になるか？）では、少数
ではあるものの、Ａパターンの授業に賛同している回答があり、その理由として「知識が
深まる気がする、内容によって先生主体の授業でもよいのでは」というものであった。こ
のことについては考えさせられる点もあり、アクティブ・ラーニングと共に今後、研究し
ていかなければならない課題と受けとめる。いっぽう、Ｂパターンの理由としては、「関
心をもって深く学習、じっくり楽しく深められる、楽しみながら身に付く、積極的に学習
に取り組める、楽しく勉強できて生徒も積極的に参加」といったものであった。質問項目
６（どのような計画や準備が必要か？）では、「教材研究資料集め、色々な角度から教材
研究する、色々なタイプの音源、掲示物、情報処理能力（パソコン）、技を真似る、先生
側も色々な刺激を受ける必要」等の語句を含む回答がみられた。準備・計画については具
体的な方法を考えている学生も多い。質問項目７（Ｂパターンのような授業をやりたい
か？）は、ほぼ全員がＢパターンを肯定しており、その理由として、「楽しい、楽しめる、
楽しそう」といった語句を含む回答が多く、やはり「楽しい」「楽しめる」といった語句
が回答に出てきていることを考えると、学習者にとって、アクティブ・ラーニング的な授
業は「楽しい」、「楽しめる」ということも重要な要素であることが伺われる。他に「生徒
の勉強になる、退屈しない、ワクワク感が出る、」といったものもあった。質問項目８（自
由記述）では、Ｂパターン授業における準備の大変さに着目している感想が多い一方、「教
材研究が楽しくなる、Ｂパターンの授業を作ってみたい」と前向きな感想を述べた学生が
いることが分かった。本考察から、生徒と共に教員も楽しめるようなアクティブ・ラーニ
ングの構築が必要ではないかということが推察できる。
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表４
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５．成果と課題
　本稿「４．１　模擬授業企画及びその実際」を軸として研究を進めてきた。その結果、
学習者は、教師主導型の授業よりも、自らが主体的に取り組めるような授業を多く望んで
いるのではないかということが見えてきた。
　しかし、何の支援やアドバイスもないままに、生徒たちが、「発見・探究・解決」とい
ったスタイルの学習へ向かうことは難しい。やる気や根気といったものが、かなり必要と
なる「探究」段階で、生徒自身に深めることの楽しさを実感させるためには、発見段階で、
生徒自らが、発見や見付けるといったことを楽しめるような教師の「仕掛け」「巧みな工夫」
「演出」が重要となることも一定検証できたように思われる。生徒自らが「見付けること
の楽しさ」や「発見の面白さ」を初期段階で十分味わえるか否かで次なる取組みの姿勢が
大きく変わることも本研究から分かった。
　具体的なアクティブ・ラーニングの方法を考えることは大切であるが、その前に、指導
者のこれまでの授業スタイルや手法、授業の手順・流れといったもの、あるいは、年間指
導計画やこれに伴う題材、教材の見直しといったことが必要となることが確認できた。今
後、例えば、題材の設定等に当たって、「歌唱」と「創作」、「器楽」と「鑑賞」といった
ような音楽科における分野どうしの関連を図った取組みはもとより、「音楽と絵画」、「音
楽と詩」、「音楽と戦国時代」等、他教科とのコラボレーションを考えてみることはできな
いだろうか。また、他ジャンルと関連した題材、例えば「音楽と舞踊」、「音楽と食」、「音
楽作品と政治」、「音楽と服飾」、「音楽とジェンダー」等、枠を広げて考えてみることも大
切と思われる。また、これらとは逆に、一人の人物を対象として様々な多角的から深く研
究したり、一つの作品を違った角度から考察したりといったことは如何であろうか。
　ほかにも、「グループエンカウンター」、「ディベート」、「ロールプレイ」、「ブレーンス
トーミング」「ＫＪ法」、「フィールドワーク」、「ケーススタディ」、等、発見段階から課題
解決に至るまでの生徒たちの学習形態も時々に応じて考えなければならないし、これら
様々な学習形態を、どのように提示したり、学習者に選択させたりするのか、また、「まとめ」
段階における生徒たちの取組みの発信方法（発表、演奏、冊子作成等）のサポートや支援
が、指導者により多く求められてくるだろう。また、教材や教具の開発、ＩＣＴの活用等、
解決しなければならない具体的課題が多い。
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　しかし、以上述べたような事柄は、全く新しい取組みばかりというものでもなく、これ
までの先達の実践や事例に見ることができるし、これらを礎とし、目の前にいる生徒の実
態を見極めつつ、指導者の個性や持ち味といったものも加味し、生徒の主体的・協働的な
学習を進めて行くことは楽しい営みであるとも考えられる。今後、具体的な題材、教材や
教具、学習形態等について、筆者自身、継続研究を重ね、発信していきたい。
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